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ヴェトナムの人民評議会代表選挙法（翻訳）
　　　　－1961年の選挙法と1983年の選挙法一
五　島　文　雄
The　old　and　new　laws　on　the　Election　of　People’s　Councils三n　Vietnam
　　　　　　　　　　　　　　　　　（Translati・n）
Fu磁童o　Goto
翻訳にあたって
　ここに翻訳した2つの資料は，ヴヱトナムの新・旧人民評議会代衰選挙法である。i日選挙法はヴ
ェトナム民主共稲国時代の1959年憲法に基づいて1961奪1月23臼に公布されたものであり，実質的
には北部でのみ適用されていた選挙法である。一方，新選挙法は，ヴェトナムが1976年にヴェトナ
ム社会主義斯咽として統一され，その後制定された1980年憲法に基づくもので，現在，全国範囲
で適用されているものである。（尚，IN選挙法は新選挙法が制定されるまでに若千の修正が加えら
れている。また，1976隼のヴェトナム社会主義共私国樹立後も，修正の加えられた旧選挙法が新選
挙法制定まで全国範娚で適用されていた）
　1959年憲法はヴェトナム最初の社会主義憲法であり，1980年憲法は北部における社会主義の経験
と南北統一という新しい情勢とを踏まえた社会主義憲法である。また，人民評議会は，新・旧の憲
法で共に，地方レベルの国家権力機関として位置づけれた組織である（中央レベルでは圏会がこれ
にあたる）。従って，ここに翻訳した新弓日人民評議会代表選挙法を比較することによって，ヴェ
トナムにおける地方レベルでの社会主義の発展・変容と現状を分析する1つの手掛りが得られよう。
　蚕うまでもなく，両選挙法の邦訳はこれが最初である。このような事情と翻訳上の誤解を避ける
ために，重要な箇所にはあえて（注）として原語を記すことにした。翻訳にあたっては，できるだ
け原語の表現を生かすように努めた。また，日本の各選挙法にある用語の概念規定なども参照した
が，日越双方の概念規定が全く同じであると確認できたもの意外は，むしろ誤解を避けるため，あ
えて日本の法律用語の使用を避けた。この為，日本語として不自然な箇所も多々あるかと思う。ま
た，訳者の力量不足から思わぬ誤訳があるかも知れない。この点は，読者の皆様から御教示願えれ
ば幸いである。
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　尚，翻訳に際しては，1961年1月24E付rニャンザン』紙，および1984年1月4日付fニャンザ
ン』紙に掲載されたものから直接訳した。（騒選挙法が部分的に修正された1978年段階の選挙法は，
Ωuy6n幅Ngh捻vg　Co’　Ban　cda　C6ng　Dan，　Ha－nφi：NhきXua’t　Bhn　Ph6’　Th6ng，19781こ収録されて
いるので，興味をお持ちの方はこれを参照されたい。）
　最後に，この翻訳が他の諸国，とりわけ社会主義国との比較・検討材料として，ヴェトナム研究
者以外の方々にも利用されることになれば訳者としては大きな喜びである。
　　　　　　　　　　　　　各級人民評議会1）の選挙に関する法令2）
　ヴェトナム民主共和困憲法に基づき，人民が国家の主人公となる権利を行使し，地方において自
己の国家権力機関3）を建設するために，国会常務委員会4）は各級人民評議会の選挙規則5）を以下のよ
うに規定する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ag　1章　一般原期6）
　第1条　各級人民評議会代蓑選挙は，普通，平等，直接および秘密投票の原舞彗に従って行なう。
　第2条　ヴェトナム民主共和国の公民は，民族，血統η，勢女8），社会的階麟9），宗教，信仰，財
産の有無1°），文化水準，職業，居住期間の別なく，18歳以上玉Dは各級人民評議会代表の選挙権’2）を
等しく有し，21歳以上は被選挙権3）を等しく有する。
　第3条　軍隊内の1の公民は，本法令の第2条に従い，各級人民評議会代表の選挙権および被選挙
権を有する。
　第4条裁判所もしくは法律によって選挙権，被選挙権を剥奪された者および精神病者ま5＞は，各
級人民評議会代表の選挙権および被選挙権を持たない。
　第5条　各級人罠評議会代表選挙を組織するIS）際の経費は，国家予算によってこれを負担する
17）。
　　　　　　　　　　　　　　　　第2輩　選挙人1s）名簿
　第6条　選挙人名簿を作成する際，各級人民評議会代表選挙の選挙権を有する公罠は，居住する
地区19）の選挙人名簿にその名前が等しく記入される。
　各選挙人は，ひとつの選挙人名簿にその名薗が記入されるだけである。
　第7条　選挙人名簿は帯社鋤，街区鋤，甫鎮22），社23）の各行政委員会24）が投票区域25＞に従って作
成する。
　軍隊および武装人罠公安隊26＞の各単位の選挙人名簿は，各単位の指導委員会27＞が投票区域毎に作
成する。
　第8条　遅くても投票日　28）の30日蘭に，市社，街区，市鎮，祉の各行政委員会の事務所29＞または
投票区域の公共の場所に選挙人名簿を掲示しなければならない3°）。同時に，人民を名簿の検査に参
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加させるため，人民にその掲示を通告しなければならない。
　第9条選挙人名簿を検査して，誤りや欠陥を見つけたならば，掲示Hより20日以内に文書また
は口頭で31）名簿作成機関3念）に対して異議申し立で3）あるいは報告をする権利を人民は有する。選挙
人名簿作成機蘭は，異議串し立てあるいは報告事項を記録簿34）に記入しなければならない。異議申
し立ておよび報告を受けた日から3日以内に，名簿作成機関はこれを解決しなければならない。
　もし異議晦し立て者または報告者がその解決方法に罵意できない場合は，県35），州36），市社，街
区または都甫3ηの人民裁判所へ更に異議串し立てをする権利を有する。異議申し立てを受けた鷺か
ら3日以内に，上記の各人民裁判所はこれを解決しなければならない。人罠裁判所の決定は最終的
な決定である。
　第10条　選挙人名簿が公表38）されてから投票臼までに，選挙人が居住する地区を変更する場合，
覇らたに居住する地区の選挙人名簿に名前が記入され，そこで投票に参加できるように，現在居住
する地区の行政委員会に証明書謝を請求する権利を有する。証明書を発給する際，行政委員会は選
挙人名簿に書かれた選挙人の名前のかたわらに「他の地区で投票する」旨を，直ちに記入しなけれ
ばならない。
　　　　　　　　　　　　　第3箪　各級人民評議会の代表数
第11条　ここに各級人民評議会の代表数を以下のようic規定する。
　1。市鎮および社の人民評議会
　　人口2，000人以下4°）の平野部4’｝の市鎮および祉では，20人の代表を選出する。もし人口が
　2，000人を越える42）ならば，はじめの人U2，000人に対する20人の代表以外に，人口200人増加
　するC“とに代表を1人多く選出できる。ただし，代表数は金体で35入を越えることはできない。
　　人II700人以下の山岳部43）と島騨部44）の市鎮および社では，20人の代表を選出する。もし人
　Uが700人を越えるならば，はじめの人口700人に対する20人の代表以外に人餓50人から200人
　増加するごとに代表を1人多く選出できる。ただし，代表数は全体で35人を越えることはでき
　ない。
　　入口6，000人を越える平野部と山岳部の市鎮および社では，代表を40人まで選出できる。た
　だし，市鎮および社の代表数は，薩接上級“5）の人民評議会の代表数を越えることはできない。
　　人口300人未満4s）の社では20人未満の代表しか選出しなくてもよい。
　2。街区の人民評議会
　　人口20，000人以下の街区では，30人の代表を選出する。もし人口が20，000人を越えるならば，
　はじめの人口20，000人に対する30人の代表以外に，入口2，500人増加するごとに代表を1人多
　く選出できる。ただし，代表数は全体で50人を越えることはできない。
　3．市社の人民評議会
　　人口10，00G人以下の市社では，30人の代表を選出する。もし人Pが10，000人を越えるならば，
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　　はじめの人口10，000人に対する30人の代表以外に，人q1，500入増加するごとに代表を1人多
　　く選出できる。ただし，代表数は全体で50人を越えることはできない。
　　4．梨，州の人民評議会
　　　人口50，000人以下の平野部の梨では，35人の代表を選出する。もし人目が50，000人を越える
　　ならば，はじめの人eW　50，000人に対する35人の代表以外に，人口4，000人増加するeとに代表
　　を1人多く選出できる。ただし，代表数は全体で50人を越えることはできない。
　　　人［lIO，OOO人以下の山岳部と島瞬部の州，票では，30人の代表を選出する。もし人口が
　　IO，000人を越えるならば，はじめの人NIO，000人に対する30人の代表以外に，人臼1，500人から
　　2，000人増加するごとに代表を1人多く選出できる。ただし，代表数は全体で50人を越えるこ
　　とはできない。
　　5．省の人民評議会
　　　人ll　250，000人以下の平野部の省では，50人の代表を選出する。もし人口が250，000人を越え
　　るならば，ばじめの人口250，000人に対する50人の代表以外に，人葭20，000人増加するeとに
　　代表を1人多く選出できる。ただし，代表数は全体で120人を越えることはできない。
　　　人麟80，000人以下の山岳部の省では，50人の代表を選出する。もし人類が8◎，000人を越える
　　ならば，はじめの人口80，000人に対する50人の代表以外iC，人”IO，OOO人増加するごとに代表
　　を1人多く選出できる。ただし，代表数は全体で120人を越えることはできない。
　　6．都市の人民評議会
　　　人口60，000人以下の都市では，50人の代表を選出する。もし人口が60，000人を越えるならば，
　　はじめの人iコ60，000人に対する50人の代表以外に，人瓢0，000入増撫するa“とに代表を1人多
　　く選出できる。ただし，代表数は全体で140人を越えることはできない。
　　7．自治区の人民評議会
　　　自治区では各地区の人騨7）と民族の情況によって2，000人からIO，OOO人に1人の割合で代表
　　を選出する。ただし，代表数は全体で150人を越えることはできない。
　　8．ホンクァン区およびヴKンリン地区の人民評議会
　　　ホンクアン区人民評議会の代表数は，各都市に対するそれと岡様に規定する。
　　　ヴィンリン地区人民評議会の代表数は，平野部の各省に対するそれと嗣様に規定する。
　第12条　多くの少数民族が混在して住んでいる4s）地方，集中工業区域9）あるいは農場se）を有する
地方に対しては，少数民族および労働者が入民評議会において適嚢な代衰数を得られるように，政
府は規定した最大限の範囲で上記の各翻合をあらかじめ定めるSl）ことができる。
　　　　　　　　　　　　　　第4章　選挙単位sz）と投粟匿域
第13条　各級人民評議会の代表は選挙単位に従って選出される。
社入罠評議会代表選挙の選挙単位は，村S3）または部落の連合体§4）である。
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　市鎮人民評議会代表選挙の選挙単位は，街55）または部落の連合体である。
　市社人民評議会代表選挙の選挙単位は，小区の連合体56）または社の連合体である（もし市外に
57）社があれば）。
　街区人民評議会代表選挙の選挙単位は，小区または小区の連合体である。
　県人民評議会代表選挙および州入民評議会代表選挙の選挙単位は，社または社の連合体および市
鎮である。
　省人民評議会代表選挙の選挙単位は，県，市社および都市である（もし省砲属都市58）があれば）。
　都市人民評議会代表選挙の選挙単位は，都甫内の59＞街区および都市外の鋤祭である。
　自治区人民評議会代表選挙の選挙単位は，県もしくは県の連合体，州および市社である。
　上記の各選挙単位の中で，10人以上の代表を選出できる単位はどこでもこれを2つまたはそれ以
上の選挙単位に分翻できる。
　第14条　自治区，中央薩属都市および中央薩属省51）の人民評議会代表選挙の選挙単位数，各単位
の選挙人名簿62＞および代表数は，自治区，中央薩属都市および中央鷹属省の行政委員会が提議し
G3），政府がこれを批准する6の。
　自治区直属省65），察，州，省禮属都市，市社，街区，市鎮，社の入民評議会代表選挙の選挙単位
数，各単位の選挙人名簿および代表数は，岡級の行政委員会が提議し，藏接上級の行政委員会がこ
れを批准する。
　第15条　どの級の人民評議会代褒選挙の選挙単位も，同級の行政委員会によって遅くとも投票日
の40日前までに公表されなければならない。
　第16条　人民の投票に便宜をはかるため，各選挙単位は多数の人rasoe人以上2，500人以下から成
る投票区域に分割できる。
　特に山岳部や島縷部などのように村や部落が相互に分散している地域では，人口が500人に達し
なくても，1つの投票区域を成立させることができる。
　病院，産院66），療養所67），身体障害者養護施設68）では，50人以上の選挙人がいれば特別投票区域
69）を組織することができる。
　第17条　投票区域の分割は，市社，街区，市鎮，社の行政委員会が決定し，潭接上級の行政委員
会によって批准されなければならない。
　第18条　軍隊および武装人民公安隊の各単位は，今後特別投票区域を組織する7°）。
　第5庫　選叢評議会71），選挙委員会72），選叢班73），市鎮および社の人民評議会代蓑選挙監査委員
会74）
　第19条　各級人罠評議会代表選挙に対して責任を負う組織は7S），選挙評議会，選挙委員会，選挙
班の3組織である。
　市鎮および社の人罠評議会代表選挙に対しては，上記の組織以外に，票，州，省直属都市，市社
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の各級において，市鎮および社の人民評議会代表選挙監査委員会を特別に設置する？6）ことができる。
これは，市鎮および社の選挙を援助，指導しで7），適切に行なわれるようにすることを目的とする。
　第20条　選挙評議会
　どの級の人民評議会代表選挙でも，遅くても投票臼の40日前に，岡級の行政委員会は以下の閉的
のために，地方内の各政党および各団体の代表を含む選挙評議会を設置する。
　a）地方内における人民評議会代表選挙法78）の施行に関して検査79）および監督をするs°）。
　b）選挙委員会および選挙班の工作8’）に関する人民の異議申し立てを審査して82），これを解決す
　　る。
　c）立候補申請書s3）を受理しs4），立候補者名簿を作成して，これを掲示する。また，立候補者
　　85）名簿作成に関する異議申し立てを審査して，これを解決する。
　の周級の行政委員会より投票用紙86）を受け取り，遅くても投票葭のIO臼前に各選挙委員会にこ
　　れを配布するS7）。
　rf）各選挙委員会が送付した選挙報告書88）を受理し，これを検査し，地方内の選挙結果報告書
　　89）を作成する。
　e）選挙結果を公表するe°）。
　g）岡級の行政委員会に選挙総括報告書9Dおよび選挙に関する記録・資料鋤を提出する93）。
　選挙評議会は7人から21人で構成される。選挙評議会は，議fte4）　1人，副議擾95＞1人または複数
96＞，書記97）　1人または複数を選出する。
　自治区，中央直属都市および中央禮属省の選挙評議会名簿は，政擢守によって批准されなけれぱな
らない。
　他の各級選挙評議会名簿は，薩接上級の行政委員会によって批准されなけれぱならない。
　第21条　選挙委員会
　どの級の人民評議会代表選挙でも，遅くても投票ffの30　B前に，岡級の行政委員会は以下の融勺
のために，選挙単位ごとに地方内の各政党および各人民鰯体98）の代表を禽む選挙委員会を設置する。
　a）各選挙班が選挙法を正しく施行するように検査および監督をする。
　b）選挙人名簿の作成および掲承を検査する。
　c）選挙評議会から投票紹紙を受け取り，遅くても投票日の7H前に各選挙斑にこれを配布する。
　d）投票所99）の配置に関して検査および監督をする。
　zl－）投票所において選挙事務’ee）を検査する。
　e）各選挙班が送付した得票数検査報告書ie！）　6｝受理し，これを検査し，単位の選挙結果報告書
　　を作成して選挙評議会へ送付する。
　選挙委員会は5人から15人で構成される。選挙委員会は，委貫長1⑱1人，副委員長le3＞　1人また
は複数，書記1人または複数を選出する。
　第22条　選挙班
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　遅くても投票臼の2帽前に，市社，街区，市鎮，社の各行政委貫会は以下の難的のために，投票
区域ごとに地方内の各人民幽体の代表を禽む選挙班を設羅する。
　a）投票区域における選挙工作に費経を負う。
　b）投票所を配躍し，投票tw’ie4）を準備する。
　c）各選挙人に対して，選挙班の印のある投票用紙を発給するles）。
　d）投票所内の秩序を保障する。
　ぼ）票を検査し，得票数検査報告書を作成して選挙委員会に送付する。
　e）得票数検査報告書および全ての投じられた票鮒を市社，街区，市鎮，社の行政委員会に提
　　出する。
　選挙班は5人から11人で構成される。選挙班は，班長le’〉　1人，謝斑長鵬｝1人，書記1人または
複数を選出する。
　軍隊および武装人民公安隊の各単位は，投票区ごとに5人から9人の軍隊および武装人民公安隊
の代表から成る選挙班を設置する。設置期隈および任務・権限は上記の通りである。
　第23条　市鎮および社の人罵評議会代蓑選挙監査委員会
　市鎮および社の人民評議会代衰選挙の投票目以前に，県，州，省南属都市，市社の行政委翼会は
以下の圏的のために，県，州，省薩属都市，甫社において，地方内の各政党および各人民団体の代
表を含む市鎮および社の人民評議会代表選挙監査委員会を設麗できる。
　a）地方内の薦鎮および社における人民評議会代表選挙法の施行を指導し，検査する。
　b）市鎮および社の選挙評議会が送付した選挙報告書を受理し，これを検査する。
　c）市鎮および社の選挙評議会の工作に関する異議融し立てを審査し，これを解決する。
　市鎮および社の人民評議会代表選挙監査委員会は7人から15人で構成される。委員会は，委員長
’°9＞1人，副委員長翼期1入または複数書記1入または複数を選出する。
　市鎮および社の人民評議会代表選挙監査委員会の名簿は，薩接上級の行政委員会によって批准さ
れなければならない。
　第24条　選挙評議会，選挙委員会，選挙斑，市鎮および社の人民評議会代表選挙監査委員会は，
特定の人物が立候補するように選挙運動をすることはできない。各組織は，選挙終了111＞後，その
任務を終える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第6輩　立縷補
　第25条　人民評議会代表選挙の際，各政党および各人民瓢体は単独もしくは共岡で立候補者を推
薦112）できる。個人は自ら立候補する権利を”3）－9する。
　第26条　各立候補者は1つの選挙単位で立候補者の名前を記入されるだけである。
　第27条　立候補者は，選挙評議会，選挙委員会，選挙班，市鎮および社の人民評議会代表選挙監
査委員会に参加することはできない。
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　第28条　遅くても投票日の25日前に，立候補者を推薦した各政党および各人民団体は，以下の書
類を選挙評議会に納めなければならない’14）。
　1．立候補者の推薦状115）
　2．立候補者が立候補の条件を十分に備えているという証明書
　3．推薦された人物の名前，年齢，職業，出身±tSl16），住所，立候補する場所を記入した立候補
串請書
　遅くても投票日の25日前に，自ら立候補する欄人は，選挙評議会に立候補申請書および立候補の
条件を十分に備えているという語明書を納めなければならない。
　立候補申請書を受理した際，選挙評議会は受領書117＞を発給しなければならない。
　第29条　立候補串請書の提出期限後，選挙評議会は選挙単位ごとに立候補者名簿を作成し，少な
くとも11s）投票日の20日前にこの名簿を公表しなければならない。
　第30条　立候補者名簿が公表されたNより，名簿に誤りや欠陥を見つけた者は，文書または繊頭
で選挙評議会に対して異議串し立てあるいは報告をする権利を有する。選挙評議会は記録簿に異議
爾し立ておよび報告事項を記入しなければならない。異議申し立ておよび報告を受けたNから3ff
以内に，選挙評議会はこれを解決しなければならない。選挙評議会の決定は最終的な決定である。
　第31条個々のヴェトナム公罠同様，各政党および各人罠団体は，法律の許す範翻内で，立候補
者を推薦するために，集会”9），会議’2e），新聞・雑xe，121　），その他のあらゆる手段で露由に宣伝する
’22）権利を等しくする。
　立候補者は法律の許す範囲内で自分自身を自由に宣伝する権利を有する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第7輩　選as　H程！23）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1項　投票日
　第32条　各級人民評議会代表選挙は，前期の人民評議会が任期を終える2ケ月前から任期を終え
た1ケ月後の期間内に行なわれなければならない。
　第33条投票日はH曜日または休Hでなければならず，遅くても投票Nの60臼前に決定され瑚，
公表されなければならない。
　政府が自治区，中央蕩属都帯および中央礒属省の人民評議会代表選挙の投票日を決定し，また，
他の各級人民評議会代表選挙の実施期間を決定する。
　これに基づき，
　一ヴェトバック自治区行政委員会は自治区内の省人民評議会代表選挙の投票日を決定する。
　～タK・メオ自治区行政委員会は自治醒内の州，市社，甫鎮，社の人民評議会代表選挙の投票
　　黛を決定する。
　一中央直属都市行政委員会，省行政委員会は県，省直属都市，市社，街区，市鎮，社の人民評
　　議会代表選挙の投票Bを決定する。
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　第34条　第32条で規定した期間IC選挙を実施できない特別な場合，政府は国会常務委員会に報告
し，圏会常務委員会で審議125）するように提議しなければならない126＞。
　第35条投票日までの15日闘，選挙班は常時，掲示，放選27）および当刻地方でのあらゆる通常
手段に128）よって，選挙入に投票日，投票場所29）および投票時間を知らせなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　第2項　投票方法13°）
　第36条投票は午前7蒔から午後8時までに行なう。地方の状況に応じて，選挙班は規定の時刻
より投票を早く始めたり運く終えることを決定できる。しかし，午後10時を過ぎることはできない。
　第37条　選挙人は本人が投票に行かなければならず，代理人に投票を依頼したり，郵送で13b投
票することはできない。
　選挙人は全て1票を投ずる権利を有するだけである。
　第38条選挙人が文字を知らないか，もしくは身体障害を持っている132）ために投票用紙に自分
で文字を書けない場合は，補助する人133）にこれを依頼できる。しかし，本人が投票しなければな
らない。もし，身体障害のために自分で投票できなければ，選挙人は人に依頼して投票箱に票を投
ずることができる。
　選挙人が病SC134），老弱13S），身体障害のために投票所へ行けない場合は，選挙班に提議して，投
票箱と投票罵紙を屡住する場所136）まで持ってきてもらい投票することができる。この場含，選挙
班は選挙人の居住する場所で票を受け取るために特別の投票箱13ηを手配することができる。
　第39条　選挙人が投票用紙に記入する際，選挙班の人員も含めて誰も近寄って見ることはできな
い。
　第40条　投票用紙に書き損じた場合は，選挙人は他の投票用紙と交換するように選挙班に提議す
ることができる。
　第41条投票所において立候補者のための宣伝をすることは禁止する。
　第42条投票に際して秩序を保障するために，全ての入は投票所の内規に従わなければならない。
　第43条　投票時間が終了しても，まだ投票が時間的に聞に合わなかった若干の選挙人が投票所に
残った場合は，これらの選挙入の投票が終ってはじめて，投票の終了を宣零しなければならない。
　第44条投票日には，投票は絶え間なく行なわれなければならない。投票を申断せざるをえない
不慮の事態が生じた場合，選挙班は直ちに各書類と投票箱を封印し138），選挙委員会に報告しなけ
ればならない。岡時に，投票を継続するためにその困難を克服しなければならない。
　第45条　特別な理由のために投票日を延期しなければならない場合，選挙委員会が選挙評議会に
審査，決定するよう提議するために，選挙班は遅滞なく選挙委員会に報告しなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　第8童　選叢結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　第1項　検票
第46条投じられた票は，投票所において数えられ139），検査i4°）されなければならない。検票の
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際，選挙斑は，立候補していない選挙人2人に要請して証入として立会ってもらわなければならな
い。
　立候補者あるいは立候補者に委任された代理人および新聞記者，映画家，写真家141）は検票を観
察することができる。
　第47条　以下の票は無効である。
　1．選挙班が発給した用紙と様式を異にする票。
　2．選挙班の印がない票。
　3．選出されるべき代表数以上に立候補者の名前が記された票。
　第48条立候補していない人の名前が1人または複数書いてある票は，有効ではあるが，立候補
していない人の名前は数えられない。
　選挙班は投じられた票に記された名前を消表したり’42＞，改ざんする143）ことはできない。
　第49条　無効票の疑いがある票については，選挙班の班長は，選挙班全体に問題を提出し，これ
を解決する。
　第50条投票所における検票に関する異議痢し立ては，選挙班が受理し，これを解決する。また，
選挙班はその解決方法を報告書に記入する。選挙班が解決できない場合は，選挙委員会に送付して
解決を仰がなければならない。
　第51条　検票終了後，選挙斑は以下のことを記入した報告書を作成しなければならない。
　一有権者総数’44）
　一投票者数45＞
　　　有効投票数’46）
　　　無効投票数
　　　白票数’47）
　一各立候補者の得票数
　一異議串し立ておよびその解決方法，まだ解決されていない異議申し立て
　選挙班の斑長，書記，検票に立会った選挙人2人の署名入りの報告書を2部作成する。報告書は
1部を選挙斑に送付し，他の1部を市社，街区，市鎮，祉の行政委員会に送付する。
　　　　　　第2項　選挙単位における選挙結果，再選挙醐もしくは補充選as149）
　第52条　各選挙班の報告書を受け取った後，選挙委員会はその報告書を検査し，禽己の選挙単位
に属する各投票区域の選挙結粟を確定する15G）。
　報告書には以下のことを明記しなければならない。
　一選挙単位に割堂てられだ5D人民評議会代表数
　一立候補者数
　　　選挙単位の有権者総数
　一一投票者数，棄権者数，投票率
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一
有効投票数
　一無効投票数
　一臼票数
　一各立候補者の得票数
　～当選老名簿
　一選挙班が解決した異議申し立て，選挙委員会が解決した異議申し立て，および上級機関に解
決を求めて送付した異議申し立て
　委員長，劇委員長，書記の署名入りの報告書を2部作成する。1部は選挙評議会に送付し，他の
1部は選挙委員会と岡級の行政委員会に送付する。
　第53条有効票の過半数を得て，他の立候補者より多くの票を得た立候補者が当選である。もし，
複数の立候補者の得票数が岡数の場合は，年齢の上の者が当選となる。
　第54条　最初の投票で，嶺選者数が規定の代表数に満たない場含は，選挙委員会は報告書にこの
点を明記し，不足した代表を補充するための補充選挙臼を決定するために，選挙評議会に直ちに報
告しなければならない。補充選挙日は最初の投票撮から遅くとも15日以内でなければならない。補
充選挙においては，選挙人は最初の選挙で当選しなかった立候補者の中から代表を選出できるだけ
である。
　第55条　各選挙単位において，投票数が選挙人名簿に記入された選挙人の過半数に満たない場舎，
選挙委員会は報告書にこの点を明記し，再選挙巳を決定するために，選挙評議会に直ちに報告しな
ければならない。再選挙Hは最初の投票日から遅くとも15臼以内でなければならない。再選挙にお
いては，選挙人は最初の選挙の立候補者の中から代表を選出できるだけである。
　第56条再選挙あるいは補充選挙は，叢初の選挙の際に作成されだ52）選挙人名簿と本法令で規
定された条項に従って実施されなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　第9輩　選叢の総括
　第57条　各選挙委員会の報告書を受け取り，異議串し立てがあればこれを解決した後，選挙評議
会は選挙総括報告書を作成する。
　選挙評議会は遅くても以下の期限内に選挙結乗を公表しなければならない。
　一市鎮，街区，市社，社の人民評議会については投票日より5日以内
　一平野部の県の人民評議会については投票Nより7日以内
　一山岳部の州，察，平野部の省，都市の人民評議会については投票日より9日以内
　一脅治区および山岳部の省の人民評議会については投票日より12日以内
　一自治区人民評議会については投票日より20日以内
　第58条　選挙総括報告書には以下のことを明記する。
　一人民評議会代表総数
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　一一立候補者総数
　一有権者総数
　　　投票者数，棄権者数，投票率
　　　有効投票数
　　　無効投票数
　一白票数
　一当選者名簿および当選者の得票数
　　　選挙中に生じた重要問題およびその解決方法
　選挙評議会の議長，副議長，書記の署名入りの報告書を2部作成し，1部は選挙を実施した人民
評議会と岡級の行政委員会に送付し，他の1部は灘接上級の行政委員会に送付する。塵治区，中央
直属都市，中央直属省の人民評議会代表選挙の場合は，報告書を政將に送付する。市鎮および社の
人民評議会代表選挙の場合は，爾接上級の行政委員会に報告書を送付する他に，更に箔鎮および社
の人民評議会代表選挙監査委員会に報告書を1部送付しなければならない。
　市鎮および社の人民評議会代表選挙の報告書を検査し，もし異議串し立てがあればそれを解決し
た後，市鎮および社の人民評議会代蓑選挙監査委員会は監査報告書’53）を作成し，記録簿を添付し
で54＞岡級の行政委員会に送付しなければならない。
　第59条　最初の会議において，入民評議会は代表資格検査委員会’ss）を選出する。
　代表資格検査委員会の報告に基づいて，人民評議会は霞巴と岡級の入民評議会代衰の資格承認
15f’）を決定する。
　第60条　国会常務委員会は，重大な違法行為のあった全ての人民評議会代表選挙を無効なものと
決定する。政府はその人民評議会の再選挙の投票臼を決定する。
　　　　　　　第IOPt　選挙および立爆補の自由権を侵害した者IS7）に薄する刑罰
　第61条　詐欺158），貿収ls9），強追16°）などの手段を用いて，公罠の選挙及び立候補の霞由権に対し
て障害をもたらした者は誰でも，その行為の程度によって警告あるいは叢高2奪の禁固網！鋤が科
せられる。
　第62条　各選挙評議会，選挙委員会，選挙班，市鎮および社の入民代表選挙監査委員会の人員や
各国家権力機関162）内の組織の人員が，選挙結果を偽るために，文書偽造163），票数のごまかし’f’4），
もしくはその他の手段を使った罪を犯した場合，その行為の程度によって警告あるいは最高3奪の
禁固刑が科せられる。
　第63条　全ての人は，選挙時の違法行為を告訴するIGS）me利と義ISi6，）を有する。告訴する者を防
害したり翻告訴した者に報復した！l　lfi8＞する者は，その行為の程度によって警告あるいは簸高3蕉
の禁圏飛に科せられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　第月章　簸終条項
第64条　本法令は，1957年7月20日付の法令’69）第004号一SLtに代わるものである。
本法令は1961年1月18日に国会常務委員会を遡過した。
　　　ヴェトナム民主共和困国会常務委員会霊席　チュオン・チン
注
1）人民評議会：H6i　dδng　nhan　dan
2）法令：phap　1¢nh。漸選挙法ではlu4tが用いられている。
3）国家権力機関；cd　quan　quy§n；φc　N捻臓ぜδc
　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
4）　匡】会常務委員会：Uy　ban　th届δng　v撃Ou6c　hoi
5）選挙規則：thざle　bSu　cd’
6）一一rC原則：Nguyen　t5c　chung。新選挙法ではNhijng．Quy　Dinh　chungとなっている。
7）血統謙6igi面9
8）男女：nam・nO’
9）　社会的糟羅　：thbnh　i）han　xa　hφ
IO）財産の奮無；　tinh　trqng　tai　s6n
　　　　　　　　　　　ね　　　　ヤ11）18歳以上：tti’ 18　tu6i tr6’　len
12）　選擁：guyeSn　b護u　c6’
13）　被選鵜；quyさn窪職g　c血・
14）軍隊内の：dang（銑rong　guan面i
15）精神病者：nha’ng　ngu’δi　mit　tri
16）選挙を組織する：t6　c協c　bau誼。第5条で述べられている「選挙を組織する際の経費」｝こ簡が含まれてい
　　るのかは具体的には不明。
17）負握する：chiu。新選挙法ではδ盃i　thgに表現が変更された。
18）選挙人：c飢ri
19）居住する地区：nδi　cu’tr血
20）市禎：thl　xa。ヴェトナムの一行政単位。
21）街区：khu　ph6。同上。
22）市鎮：thi　tra’n。同上。
23）社：xa。岡上。
　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
24）行政委員会：Uy　ban　hanh　chinh。1976年7月2N，第6期第1次国会の決議に基づき，人民委員会と改称
　　された。
25）投票区域；kh“v4cbるP卜i面
26）武装人民公安隊：c6ng　an　nhan　dan　vif　trang
27）指導委員会：ban　ch｛　huy
28）投票日：ngay　bAu　cdi・
29）　事務所：trりs6’
30）掲示しなければならない：ph5i　niem　ye’t
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31）文書または口頭で；紬ng幽y　hay！a茄ng畑ξng
32）　名簿魯：三成機閣　：co’qua織i尋P　danh　sach
33）異議串し立て：khl前峰
34）詑録簿；（m争t　qttye’n）s6
35）県：huy¢n。ヴェトナムの一行政藁位。
36）州：chau。周上。
37）　者β難f：thanh　ph6C。　岡ま二。
38）公衰：c6ngb6’
39）証明書；gi葡chぎng　nh無
40）人口2000人以下：t息’2000紬an装hah　tr6’xu面g
41）平野部：m癖xu61
42＞2000人を越えるこtr6n　2000紬an｝（ha’u
43）由岳部：ml面面
44）　島睡誕部　：h6三〔茎ム0
45）趨接上級の人民議会：Hoi　dδng　nh編dan　c命tr甑trザc　t三e》
46）人［コ300人未満：dd6i　300　nhan｛khiu
　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　も47）人口と民族の情況：tinh　hinh　dan　s6’　va　dan　tウc
48）混在して倥んでいる：s6hg　xen　k6
49）集中二1業区域激hu　v斡c6ng　nghi⑳tap　tr翻g
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ50）　農場　：n6ng　trゴdng
51）あらかじめ定めるlcham　cM＆
52）選挙単1立：D6nViB盗uC心，
53）村；th6n。英語ではhamlet，　smaEl　villege。
54）蹄落の連合体：iiξn　x6m。英語ではx6rnをhamletと駅している。
55）　街：d這6ぬgph6’
56）小区の連合体：！三entiざuk賄u
57）　膏∫夕9こ　：ngo4i　thi
9
58）省薩属都市：thanh　ph6　thu¢c面h
59）都市内の：6’⑳ithanh
50）都市外の：6，　ngo4i　thanh
51）　E・1：1央i簾属雀二t呈nh　trぜc　thuφc　trung蓬6ng
52）各単位の選挙人名簿：danh　s6ch　c合cδ（Sn　vll
53）提議し：d述nghli
64）批准する；duyet　y
65）　嬢ヨ治区簾f属省：貿鋤htr¢thugc　lchりtぎtrl
66＞　産院　：Rhk　do’Ge’
67）療養所：nha　an掘δhg
68）身体障害者養護施設：nha　nu61　ng厳ta煎at
69）　va男［」投票区域　：khu　v￥b　b6　phi6毎rieng
70）今後…組織する：se乞δc照c・一。ここではseが用いられているので，従来の選挙法では軍隊および武装人
　　蝿公安隊の各単繊こ特劉投票区域を組織していなかったのではないかと忍われる。
71＞選挙評議会：Hφi　Dδng　B議u　Cき’
72）選挙委翼会；Ban　3盛u　Cむ
73）　選挙班　：丁6BiミuC遺・
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74）市鎮および歓の人斑代褒選挙監査委員会：Hgi　D6ng　Giam　S6t　Viec　Biu　C血’Hφ田餌g　Nhan　Dan　Thl　Tr6n
　　　va　Xa
75）’責任を負う組織：Nh論g　t6ch色phu磁ch
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
76）設羅する：thanh　1季p
　　　　　　　　　　　　　　　
77）編導して：hdo’ng　d翫
78）人毘評議会代表選挙法二｛u孕tlサ瞼u　c己’晦l　b1ざu騒φδδng　nhanδan1
79）検査；klざm　tra
80）監督・δ6nδ66
81）工作：c6ng　tac
82）審査し：xet　　　　　　　　　　。
83）　立候善魯晦言膏書：（韮δn白hgc6・
　　　　　　　　　　　　ノ84）受理し：tie’P　nh孕n
85）　立候補者　：nh｛｝hg　ng護b’1㎡ng　c“，
86）投票用紙：phl蕊撚u　cぎ
87）配布する：phan　ph61
88）　選挙幸侵告書：bi6nbムnb盛uc義’
89）　選挙結舞ミ幸侵告書　：b三en　bkn　ghi　ke亀quh　cugc　b6u　c濃，
90）公表する：Tuyen　b6’
91）選挙総揺報告書：b三en　b翻t6hg　kd　b飯・fi’
92）　言己録。資料：nha’ng　h6　so’磁三li母u
93）提撫する：thu・k夕
94）議長：chd　tlch
95）　嘉巨議長　：ph6　chむtich
96）1人または複数：mウthoξc　nhiδu
97）　書言己　：thu’k夕
98）各人民麟体：c盃c　60hn　the’nhAn　dまn
99）　投票所　：ph6ng　b61）hiξ≡h
100）　選挙事務：c6Rgv三母cba娠cき・
101）得票数検査i報告書：bi6n　bSn　kiざm　phi晦
　　　　　　　　　　　　ラ
102）委員長：tru翫gも韻
103）　笛莚委興長　：　ph6　ban
104）投票箱：h6mb6画前
105）投票用紙を発給する：phat　ph三6b　b前cム’
106）投じられた票：phie銭bAu
107）　班長　；t6’tr届6を19
108）　嘉ij班餐乏　：t6，　ph6
109）　委員長　：ch＆tich
llO）　笛睡委員長：ph6　chb　tich
撫）終了：録e釜th白c
112）　才鍾≡Z穏　：g三6i　thiett
113）臨ら立候補する権利：quyさn　t攣’ra白▼ng　cd’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　へ
114）選挙評議会に納めなければならない：phai⑳p峰恥196ng　ba斌cdも左記の褒現から綱断すると，書類は
　　　　選挙評議会に鷹接持参しなければならないようである。
且5）推薦状；gi的gi6i　thl¢u
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116）出身地：n群yen解an
ll7）　受領書；giay　b絶臓nh惑n
　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　コ　　　コ　　　の
118）少なくとも：1鴇ha編。なぜ，ここに限って遅くともという表現を爾いなかったのか不開である。
119）集会：mit・tinh
120）会議：hgi　nghi
121）新聞・雑誌；b合o　chi
122）宣伝する：c6’d6ng
123）　選挙1ヨ程：Trinh　tぜbaセc血・
124）決定され；δ曜c諭dl曲
125）審議する；x垂t　dlnh　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
126）撰議し：（鎗nghi
127）　放送　：ph盃t　thanh
128）　通字言手段：phu’o’ng　ti奪n　th6ng　thd6’ng
129）投票場所：no・｛bδphieh
130）投票方法：Th壱，th穂b6　phi前
131）郵送で：b翫gc会chgきithu，・
132）身体的障害を持っている：t加摩
　　　　　　　　　　ナココ133）補助する人：nguol　v活hφ
134）病気：6’m　6au
　　　　　　　135）老弱：gla　y蕊
136）鶴住する場所；chδる・
137）特別の投票箱：hδmb6　phl蕊phu
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
138）数えられ：d鱒cδ6hl
l39）　封E口しノ　：ni6m　phong
140）検査・kle搬s・5t
141）覇朧諸，映繭家写真家・c吾・ph6・9・le・ba・・h｛’，　ai¢・　d・h，　・hiep　inh
142）消玄し：x6a
143）改ざんする：ch曲
144）奮権者総数・TδngS6C戯・i
145）投票者数：S6c面i蒔δlb蝕
146）有効投票数：S6’　phidr　h6p　1¢
147）　白票数：S6．phi6負trざn9
148）再選挙：bδu1φ
149）補充選挙：bδuthOm
l50）確定する：xacδinh
151）翻当てられた：ah毒nh
　 F
　
戸
152＞作威された：s5P　xep
l53）監査報欝書：b5n　nhijn　xet
154）詑録簿を添付して：kさmtheG　hδso’
155）代表資格検査委員会・B・n・tha’m・t・a　t・’・a・h晦bie’・
156）資格承認；xac晦n　tu’c毒ch
l57）選挙および立候補の舳権を侵害した者・・紬9・gdδi・i　phgm　q・yG・　t・’　d・b5u・む，・li　ffng・d，
158）詐欺・1曲9々t
159）買奴：mua　chuQc
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160）　強迫：cu’6’ng　ep
l61）　禁覆ヨ刑　：phat　t心
162）各国家権力機関：c6c　t6　ch丘’c　chinh　quy6n
163）　文書偽造：9三am参09三ayt6’
164）票数のごまかし：gian　1麺phl撫
165）皆訴する：t6’　cao
166）義務：b6’n　ph尋n
l67）防警したり：c註ntr6・
168）報復したり：trゑt沁
169）法令：s5c　lu8t
人民評議会代表選挙法
地方における圏家権力機関の建設にあたって，人民が集団杢人公権を行使できるように，ヴェト
ナム社会主義共諏国憲法第7条に基づき，本法令1）は各級人民評議会代表選挙について規定する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第1章　一般規定2）
　第1条　人民評議会代表選挙は，普通，平等，磁接および秘密投票の原則に従って行なう。
　第2条　ヴェトナム社会Aii義共和園の公民は，民族，男女，社会的階層，儒仰・宗教，文化水
準，職業，居住期問の別なく，満18歳以上3）は選挙権を等しく有し，満21歳以上は人民評議会代表
に選出されることができる。但し，精神病者および法律もしくは入民裁判所によって上記の権利を
剥奪された者は除く。
　人民軍隊内の公民は選挙権を有し，人民評議会代表に選出されることができる。
　第3条　人民評議会代表は以下に示すような人物でなければならない。祖国および社会主義に対
して忠実である。生産，工作4）もしくは戦闘において優秀な成績を納めている5）。人民に対して熱
心に奉仕する。国家の法律および政策を積極的に執行する。生活上の模範となる。代表としての任
務を実現するための可能性と能力S）を有している。人民に儒任されている。
　第4条　人民評議会代蓑が人民の儒任に値いしない場合，選挙人はその代表の罷免権7）を有す
る。
　第5条　地方のヴェトナム祖国戦線執行委員会8）は，人民評議会代表の立候補者名簿9）を推薦し，
各国家権力機関’e）とともに選挙を組織する責任を有する。
　第6条　国家評議会ばD人民評議会代表選挙を監査し，選挙が民主的かつ合法的に行なわれるよ
うに保障する。
　第7条人民評議会代表選挙を組織する際の経費は，国家予算によって賄われる’2）。
第2輩　人民評議会の代褒数，選挙単位，投票区域
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　第8条　各級人民評議会の代表数は以下の通りである。
　1．社，市鎮，坊13）の人民評議会
　人U2，000人以下の平野部の社および市鎮では，20人の代表を選出できる。もし人口が2，000人を
越えるならば，250人増加するcrとに代表を1人多く選出できる。ただし，代表数は全体で45人を
越えることはできない。
　人口700人以下の山岳部と島綴部の社および市鎮では，20人の代表を選出できる。700人を越える
ならば，200人増加するごとに代表を1人多く選出できる。ただし，代表数は金体で45人を越える
ことはできない。
　人ra　300人以下の社では，15人の代表を選出できる。
　人口2，000人以下の坊では，20人の代表を選出できる。2，000人を越えるならば，400人増加する
ぐとに代衰を1人多く選出できる。ただし，代表数は全体で45人を越えることはできない。
　2．県，郡1の，市社，雀薩属都市の人民評議会
　人口50，000人以下の平野部の県および郡では，40人の代表を選出できる。50，000人を越えるなら
ば，6，000人増加するごとに代表を1人多く選出できる。ただし，代表数は全体で60人を越えるこ
とはできない。
　人欝20，000人以下の山岳部および島螺部の漿では，40入の代表を選出できる。20，000人を越える
ならば，2，500人増加することに代表を1入多く選出できる。ただし，代表数は全体で60人を越え
ることはできない。
　人口20，000入以下の市社では，40人の代表を選出できる。20，000人を越えるならば，4，000人増加
するごとに代表を1人多く選出できる。ただし，代表数は全体で60人を越えることはできない。
　人U60，000人以下の省直属都市では，50人の代表を選出できる。60，000人を越えるならば，
8，000人増加するeとに代表を1人多く選出できる。ただし，代褒数は全体で70人を越えることは
できない。
　3．省，中央直属都市およびそれらに相当する級の人民評議会
　人目500，000人以下の平野部の省では，70人の代表を選出できる。500，000人を越えるならば，
30，000人増加するC“とに代表を1人多く選出できる。ただし，代表数は全体で120入を越えること
はできない。
　人葭250，000人以下の山岳部の省では，70人の代表を選出できる。2SO，OOO人を越えるならば，
15，000人増加するeとに代表を1人多く選出できる。ただし，代表数は全体で120人を越えること
はできない。
　人霞500，000人以下の申央璽属都市では，70人の代表を選出できる。500，000人を越えるならば，
20，000人増加することに代表を1人多く選出できる。ただし，代表数は全体で12◎人を越えること
はできない。
　ハノイ市，ホーチミン甫では，150人を越えることはできない。
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　ブンタウ・コンダオ特別区では，50人の代表を選出できる。国家評議会は，必要と見なした際に
は，特別区人罠評議会の代表数の増加を決定することができる。
　第9条　多くの民族が混在して住んでいる地方，集中工業区域を有する地方に対しては，閣僚会
議15＞は各民族，労働者が人幾評議会において適当な代表数を得られるように，異体的に規定する。
　第10条　人民評議会の代表は選挙単位に従って選出される。各選挙単位は代蓑数が3人を越えて
はならない。社，坊，市鎮の人民評議会代表選挙の各選挙単位は3人以上の代表を選出できるが，
5人を越えてはならない。
　第11条　省，中央直属都市およびそれらに穣当する級の人民評議会代表選挙の選挙単位数，各単
位の選挙人名簿および代表数は，省，中央藏属都市およびそれらに梱当する級の人民委員会’6）が決
定，提議し，閣僚会議がこれを批准する17＞。
　他の各級人民評議会代表選挙の選挙単位数，各単位の選挙人名簿および代表数は，岡級の人民委
員会が決定，提議し，直接上級の入民委員会がこれを批准する。
　第12条　人民評議会代表選挙の各選挙単位名簿は，いずれの級においても岡級の人民委員会によ
って遅くとも投票日の40β蘭までに公表されなければならない。
　第13条　各選挙単位は多数の500人以上4，000人以下から成る投票区域に分翻できる。
　山岳部や島撰部などのように山の部藩8），山村19），村，部落が相互に分散している地域では，
500人に達しなくても，1つの投票区域を成立させることができる。
　病院，療養所，産婦人科医院鋤，身体障害者養護施設では，50人以上の選挙人がいれば特別投票
区域を組織することができる。
　第14条　投票区域の分割は，社，坊，市鎮の入民委員会が決定し，直接上級の人民委員会によっ
て批准されなければならない。
　第15条　人民軍隊の各単位は，特別投票区域を組織する。
　　　　　　　　　　　　第3章　選挙評議会，選挙委員会，選叢斑
　第16条　各級人民評議会代表選挙に対して責任を負う組織は，選挙評議会，選挙委員会，選挙班
の3組織である。
　第17条　どの級の人民評議会代表選挙でも，遅くても投票日の40日蘭に，同級の人民委員会が同
級のヴェトナム祖国戦線執行委員会と協議し，地方内のヴェトナム祖国戦線，各政党，各人民団体
の代表を含む5入から21人で構成される選挙評議会を設置する。
　選挙評議会は，議長1人，副議長1人または複数，書記1人または複数を選出する。
　省，中央直属都市およびそれらに相当する級の選挙評議会名簿は，閣僚会議によって批准されな
ければならない。他の各級選挙評議会名簿は，直接上級の人民委員会によって批准されなければな
らない。
　選挙評議会の任務と権限は以下の通りである。
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　1．地方内における人民評議会代表選挙法の施行に関して検査および監督をする。
　2．選挙委員会および選挙班の工作に関する異議串し立てを審査して，これを解決する。
　3．立候補串請書を受理し，立候補者として推薦された人物の名簿を作成して，これを掲示す
　　る。また，その名簿作成に関する異議串し立ても審査して，これを解決する。
　4．岡級の人民委員会より資料と投票用紙を受け取り，遅くても投票Hの10日前に各選挙委員会
　　にこれを配布する。
　5．各選挙委員会が送付した選挙報告善を受理し，これを検査し，地方内の選挙結果報告書を作
　　成する。
　6．選挙結果を公表する。
　7．岡級の人民委貫会に選挙総括報告書および選挙に関する記録・資料を提出する。
　第18条　どの級の人民評議会代表選挙でも，遅くても投票日の3帽前に，岡級の入民委員会が岡
級のヴェトナム祖国戦線執行委員会と協議し，地方内のヴェトナム祖国戦線，各政党，各人民闘体
の代表を禽む5人から15人で構成される選挙委員会を各選挙単位に1つずつ設置する。
　選挙委員会は，委員長1人，副委員長1人または複数，書記1人または複数を選出する。
　選挙委員会の任務と権限は以下の通りである。
　1．各選挙班が選挙法を正しく施行するように検査および監督をする。
　2．選挙人名簿の作成および掲示を検査する。
　3．選挙評議会から資料と投票用紙を受け取り，遅くても投票Hの7日前に各選挙班にこれらを
　　配布する。
　4．投票所の配置および投票所における選挙事務に関する検査および監督をする。
　5．各選挙班の工作に関する異議申し立てを審査して，これを解決する。
　6．各選挙班が送付した得票数検査報告書を受理し，これを検査し，単位の選挙結果報魯書を作
　　成して選挙評議会へ送付する。
　第19条　遅くても投票日の20日蘭に，社，坊，市鎮の人毘委員会は岡級のヴェトナム祖困戦線執
行委員会と協議し，地方内のヴェトナム祖国戦線，各人民団体の代表を念む5人から11人で構成さ
れる選挙班を各投票区域に1つずつ設置する。選挙単位に投票区域が1つしかない場合は，選挙委
員会が選挙班の任務を兼ねる。
　人民軍の各単位は，投票区域ごとに単位内の軍人代表から成る選挙班を設鷹する。
　選挙班は，班長1人，副班長1人，書記1人または複数を選出する。
　選挙班の任務と権限は以下の還りである。
　1．投票区域における選挙二藍作に責任を負う。
　2．投票所を配置し，投票箱を準備する。
　3．各選挙人に対して，選挙斑の印のある投票用紙を発給する。
　4．投票駈内の秩序を保障する。
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　5．票を検査し，検票に関する異議申し立てを解決し，得票数検査報皆書を作成して選挙委員会
　　に送付する。
　6．得票数検査報告書および全ての投票用紙を社，坊，市鎮の人民委貫会に提出する。
　第20条　各国家機関・国家公務員2’），各人民団体，各社会組織は，選挙評議会，選挙委員会，選
挙班が本法令に規定された任務と権限を実現する上で有利な条件をつくる。
　第21条　選挙評議会，選挙委員会，選挙班は立候補者として推薦された人物のために選挙運動を
してはならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第4車　選叢人名簿
　第22条　選挙人名簿を作成する際，各級人民評議会選挙の選挙権を有する公民は，自分が居住す
る地区の選挙入名簿にその名前が等しく記入される。
　各選挙人は，ひとつの選挙人名簿にその名前が記入されるだけである。
　第23条　選挙人名簿は，社，坊，市鎮の人罵委員会が投票区域ごとに作成する。
　人民軍の各単位の選挙人名簿は，各単位の指導委員会が投票区域ごとに作成する。
　第24条　遅くても投票Hの30日前に，選挙入名簿作成機関は，社，坊，市鎮の各人民委員会の事
務所および投票区域の公共の場所に選挙人名簿を掲示しなければならない。岡時に，人罠が選挙人
名簿を検査できるように，選挙人名簿およびその掲示に関して広範に通告しなければならない。
　第25条選挙人名簿を検査して，誤りや欠陥を晃つけたならば，掲示日より20日以内に口頭また
は文書で選挙人名簿作成機関に対して異議串し立てあるいは報告をする権利を人民は有する。選挙
人名簿作成機関は，異議申し立てあるいは報告事項を記録簿に記入しなければならない。異議申し
立ておよび報告を受けたHから3日以内に，選挙人名簿作成機関はこれを解決しなければならな
い。そして，異議申し立てあるいは報告した者に対して，その解決の結果を通告して知らせなけれ
ばならない。
　もし異議申し立て者または報告者がその解決方法に岡意できない場合は，県，郡，市社，省直属
都市の人民裁朝所へ更に異議串し立てをする権利を有する。異議串し立てを受けた日から3黛以内
に，上述の各人民裁綱所はこれを解決しなければならない。人民裁覇所の決定は最終的な決定であ
る。
　第26条　選挙人名簿が公表されてから投票日までに，選挙入が居住する地区を変更する場合，新
らたに居住する地区の選挙人名簿に名前が記入され，そこで投票に参加できるように，現在居住し
ている地区の入民委員会に証明書を請求する権利を有する。証明書を発給する際，入民委員会は選
挙人名簿に書かれた選挙人の名前のかたわらに「他の地区で投票する」旨を，直ちに記入しなけれ
ばならない。
第5章　立篠補者として推薦された人物の名簿
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　第27条　地方内の基礎組織における勤労人民の各集団，各政党，各人民鰯体，他の各社会組織の
推薦22）に基づき，立候補者として推薦された人物の職場23），居住地区の勤労人民の広範な意見を参
考にした後，ヴェトナム祖国戦線執行委員会は立候補者として推薦された人物の名簿作成のための
協議を行なう24）。
　どの地方の人民評議会代表選挙においても，立候補者として推薦される人物はその地方の羅住者
か，もしくは通常そこで工作をしている者でなければならない。
　各選挙単位で立候補者として推薦される人物の人数は，選挙人が投票時に選択できるように，単
位において選出される代表数よりも多くなければならない。
　第28条　立候補者として推薦された人物は1つの選挙単位で立候補者の名前を記入されるだけで
あり，本法令の第16条に規定されている選挙に責任を負う各組織には参加できない。
　第29条　遅くても投票Hの25日前に，地方のヴェトナム祖国戦線執行委員会は，以下の書類を選
挙評議会に送付しなけれぱならない。
　1．立候補者の推薦状
　2．立候補者として推薦された人物の氏名，年齢，職業，出身地，居住地，通常の工作地域，立
候補する場所を記入した立候補串請書
　3．立候補者として推薦された人物が本法令の第2条で規定されている立候補の条件を十分に満
たしていることを証明する地方人民委員会の証明書
　上記の各書類を受理した際，選挙評議会は受領書を発給しなければならない。
　選挙評議会は各選挙単位ごとに立候補者として推薦された人物の名簿を作成し，遅くても投票H
の20日前にこの名簿を公表する。
　第30条　立候補者として推薦された人物の名簿が公表されてから15臼以内に，名簿に誤りや欠陥
を見つけた者は，文書または口頭で選挙評議会に対して異議晦し立てあるいは報告をする権利を有
する。選挙評議会は記録簿に異議申し立ておよび報告事項を記入しなければならない。異議繭し立
ておよび報告を受けたHから3β以内に，選挙評議会はこれを解決しなければならない。選挙評議
会の決定は最終的な決定である。
　第31条　ヴェトナム祖園戦線執行委員会，各政党，各人民団体，各社会組織，全ての人民は，法
律の規定に従って，立候補者を推薦するための宣伝をする権利を有する。
　立候補者として推薦された人物は，法律の規定する範躍内で自分自身を宣伝する権利を有する。
　第32条
ない。
　第33条
　　　　　　　　　　　　第6章　選挙臼程
　　　　　　　　　　　　第1項　選挙期闘
投票日はH曜日または他の休廼とし，遅くても投票懸の60日前に公表されなければなら
閣僚会議が省，中央藏属都市，およびそれらに相当する級の人民評議会代表選挙の投票
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日を決定し，また各級人民評議会の任期に従って他の各級人民評議会代表選挙の実施期間を決定す
る。これに基づき，省，中央直属都市，およびそれらに相当する級の人罵委員会は，県，郡，市
社，省薩属都甫，社，坊，市鎮の人民評議会代表選挙の投票日を決定する。
　人毘評議会の任期に正しく従って選挙を実施できない特別な場合，閣僚会議は国家評議会に報告
し，臨家評議会で審議するように提議しなければならない。
　第34条　投票日までの10礒間，選挙班は常暗，当刻地方でのあらゆる通信手段25）によって，選挙
人に投票日，投票場所および投票時閥を知らせなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第2項　投票方法
　eg35条投票は7時から同日の19時までに行なう。地方の状況に慮じて，選挙班は規定の時鋼よ
り投票を早く始めたり遅く終えることを決定できる。しかし，22蒔を過ぎることはできない。
　100％の選挙人が投票をすませた地域では，選挙班は畢めに投票を終えることができる。
　第36条　選挙人は一票を投ずる権利を有するだけであり，本人が投票に行かなければならず，代
理人に投票を依頼したり，郵送で投票することはできない。ただし，第37条で規定された場合は除
く。
　第37条　選挙人が自分で文字を書けない場合は，補助する人にこれを依頼できる。補助する人は
その選挙人の投票の秘密を保障しなければならず，選挙人は自分で投票しなければならない。身体
障害のために本人が投票できない場合は，選挙人は人に依頼して投票箱に票を投ずることができ
る。
　選挙人が病気，老弱，身体障害のために投票所へ行けない場合は，選挙班に提議して，投票箱と
投票用紙を居住する場所まで持ってきてもらい投票することができる。この場合，選挙班は選挙人
の居住する場所で票を受け取るために特別の投票箱を持っていくことができる。
　第38条　選挙人が投票用紙に記入する際，選挙班の人員も含めて誰も近寄って見ることはできな
い。
　投票用紙に書き損じた場合は，選挙人は他の投票用紙と交換するように選挙班に提議する権利を
有する。
　第39条　全ての人は投票所の内規に従わなければならない。誰も投票所において立候補者として
推薦された人物のために宣伝をすることはできない。
　第40条　投票時聞が終了しても，まだ投票が時間的に間に合わなかった若干の選挙人が投票所に
残った場合は，これらの選挙人の投票が終ってはじめて，選挙班は投票の終了を宣言する。
　第41条投票日には，投票は絶え閥なく行なわれなければならない。投票を中断せざるをえない
不慮の事態が生じた場合，選挙簸は直ちに各書類と投票箱を封印し，選挙委員会に報告しなければ
ならない。岡時に，投票を継続するために必要な措置を講じなければならない。
　第42条　特別な理由のために投票日を延期しなければならない場合，選挙委員会が選挙評議会に
審査，決定するよう提議するために，選挙班は遅滞なく選挙委員会に報告しなければならない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第7輩　選挙結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1項　検票
　第43条　検票は投票終了後，直ちに投票所で行なわれなければならない。選挙班は，立候補者と
して推薦された入物ではない選挙人2人に要請して証人として検票に立会ってもらわなければなら
ない。
　立候補者として推薦された人物，新聞記者，映画家，写真家，テレビ関係者，ラジオ関係者は検
票を観察することができる。
　第44条　以下の票は無効である。
　1．選挙班が発給した用紙と様式を異にする票
　2。選挙班の印がない票
　3．選挙されるべき代表数以上に立候補者として推薦された人物の名蘭が記された票
　第45条　白票とは，立候補者として推薦された人物の名簿の中の誰の名前も記されていない票，
もしくは投票用紙に記入されている立候補者として推薦された人物の名前が完全に全て消されてい
る票である。
　第46条無効票もしくは白票の疑いがあ．6票については，選挙班の班長は，選挙班全体に閤題を
提出し，これを解決しなければならない。
　第47条　立候補者として推薦されていない人物の名前とともに立候補者として推薦された人物の
名前が記入されている票は，有効と見なされるが，立候補者として推薦されていない入物の名前は
数えられない。
　選挙班は投じられた票に記された名前を消去したり，改ざんすることはできない。
　第48条投票所における検票に関する異議申し立ては，選挙班が受理し，これを解決する。ま
た，選挙班はその解決方法を報告書に記入する。選挙班が解決できない場合は，選挙委員会に送付
して解決を仰がなけれぱならない。
　第49条検票終了後，選挙班は以下のことを開記した報告書を作成しなければならない。
　唖投票区域の有権者総数
　一一投票者数
　一一有効投票数
　一一無効投票数
　一白票数
　一一立候補者として推薦された各人物の得票数
　～受理した異議串し立ておよびその解決方法，まだ解決されていない異議串し立て
　選挙班の班長，書記，検票に立会った選挙人2人の署名入りの報告書を2部作成する。報告書は
1部を選挙班に送付し，他の1部を社，坊，市鎮の人罠委員会に送付する。
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　　　　　　　第2項選挙単位における選挙結果，再選挙もしくは補充選挙
　egSO条　各選挙班の報告書を受け取った後，選挙委員会はその報告書を検査し，自己の選挙単位
における選挙結果を確定する報告書を作成する。
　報告書には以下のことを明記しなければならない。
　一選挙単位に割当てられた人民評議会代表数
一
立候補者として推薦された人物の人数
　一選挙単位の有権者総数
　一投票者数，棄権者数，投票率
一一有効投票数
　一一無効投票数
　一臼票数
　一立候補者として推薦された各人物の得票数
　一当選者名簿
　一一選挙班が解決した異議申し立て
　一選挙委員会が解決した異議申し立て，選挙評議会に解決を求めて送付した異議串し立て
　委員長，副委員長，書記の署名入りの報告書を2部作成する。1部は選挙評議会に送付し，他の
1部は選挙委員会と岡級の人民委員会に送付する。
　第51条有効票の過半数を得て，他の立候補者として推薦された人物より多くの票を得た立候補
者として推薦された人物が当選である。もし，複数の立候補者として推薦された人物の得票数が周
数の場合は，年齢の上の者が当選となる。
　　　　　　　　　　　　　　第3項　補充選挙もしくは再選挙
　第52条　最初の投票で，当選者数が選挙単位に規定された代衰数に満たない場合は，選挙委員会
は報告書にこの点を明記し，不足した代表を補充するための補充選挙日を決定するために，選挙評
議会に覆ちに報告しなければならない。補充選挙日は最初の投票Hから遅くとも15日以内でなけれ
ばならない。補充選挙においては，選挙入は最初の投票で当選しなかった立候補者として推薦され
た人物の中から代表を選出できるだけである。補充選挙を行なっても，なお代表数が満たないとい
う場合でも，2回呂の補充選挙は組織しない。
　第53条　どの選挙単位においても，投票者数が選挙人名簿に記入された選挙人の過半数に満たな
い場合は，選挙委員会は報告書にこの点を明記し，再選挙Kを決定するために，選挙評議会に直ち
に報告しなければならない。再選挙日は最初の投票日から遅くても15日以内でなければならない。
再選挙においては，選挙人は最初の選挙で立候補者として推薦された人物の名簿の中から代表を選
出できるだけである。
　第54条　補充選挙あるいは再選挙は，最初の選挙の際に作成された選挙人名簿に基づき，本法令
で規定された条項に従って実施される。
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　　　　　　　　　　　　　　　　第4項　選挙の総括
　第55条各選挙委員会の報告書を受け取り，異議購し立てがあればこれを解決した後，選挙評議
会は選挙総括報告書を作成する。
　選挙評議会は遅くても以下の期限内に選挙結果を公表しなければならない。
　一社，坊，市鎮の人民評議会については投票日より3日以内
　一平野部の県，郡，省直属都市の人民評議会については投票日より5日以内
　一山岳部および島螺部の県，中央直属都市，平野部の省，ブンタウ・コンダオ特別区の人民評
　　議会については投票日より7日以内
　　　山岳部の省の人民評議会については投票日より9日以内
　第56条　選挙総括報告書には以下のことを明記しなければならない。
　一人民評議会代表総数
　一立候補者として推薦された人物の総数
　一有権者総数
　一一投票者数，棄権者数，投票率
　一有効投票数
　　　無効投票数
　　　臼票数
　一当選者名簿および当選者の得票数
　一選挙中に生じた重要閥題およびその解決方法
　選挙評議会の議長，副議長，書記の署名入りの報告書を2部作成し，1部は選挙を実施した人民
評議会と同級の人民委員会に送付し，他の1部は直接k級の人民委員会に送付する。省，申央薩属
都市，およびそれらに相当する級の人民評議会代表選挙の場合は，報告書を3部作成し，1部は人
民委員会へ，1部は閣瞭会議へ，1部は圏家評議会へ送付する。
　第57条　国家評議会は，重大な法律違反のあった全ての人民評議会代表選挙を無効なものと決定
する。閣僚会議はその人民評議会の再選挙の投票日を決定する。
　　　　　　　　　　　　第8輩　各級人民評議会代表補欠選挙26）
　第58条　人民評議会代表補欠選挙は，本法令で規定された選挙方法歪7）に従って行なわれる。
補欠選挙の投票日は，遅くても投票fiの30　B　igg　l　e公表されなければならない。
　第59条　どの級の人民評議会代表補欠選挙でも，遅くても投票日の20日前に，同級の人民委員会
が同級のヴェトナム祖国戦線執行委員会と協議し，地方における補欠選挙に対して責任を負う3人
から5人で構成される補欠選挙評議会28）を設置する。また，遅くても投票Hの1碩前に，補欠選挙
を行なう各単位にヴェトナム祖国戦線，各人民団体の代表を含む3人から5人で構成きれる選挙委
翼会を設置する。
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　補欠選挙評議会は議長1人，書記1人を選出する。
　補欠選挙委員会29）は，委員長1人，書記1人を選出する。
　第60条　遅くても補欠選挙の投票日の10日前に，社，坊，市鎮の入民委員会は岡級のヴェトナム
祖国戦線執行委員会と協議し，基礎組織におけるヴェトナム祖圏戦線，各人民団体の代蓑を含む5
人から7人で構成される選挙班を各投票区域に1つずつ設置する。
　補欠選挙班3°）は，班長1人，副班長1人，書記1人を選出する。
　第61条　補欠選挙評議会，補欠選挙委員会，補欠選挙班の任務と権限は，本法令で定める選挙評
議会，選挙委員会，選挙班に関する規定に従う。
　第62条　選挙人名簿は，社，坊，市鎮の人民委員会によって作成され，遅くても補欠選挙の投票
Kの25日前に公蓑されなければならない。
　第63条地方のヴェトナム祖国戦線が立候補者として推薦した人物の名簿は，遅くても補欠選挙
の投票日の7日繭に作成され，公表されなければならない。
　　　　　　　　　　　　　第9章　各級人民評議会代表の罷免
　第64条　選挙人による人民評議会代表の罷免は，岡級のヴェトナム祖国戦線執行委員会の提議に
従い，人艮評議会が決定する。直接上級の人民委員会が罷免投票Nを決定する。省，中央直属都
甫，およびそれらに相当する級の人民評議会代表の罷免は，閣僚会議が罷免投票日を決定する。
　罷免の投票Hは，遅くても投票日の30日前に公表しなければならない。
　第65条　どの級においても，遅くても人民評議会代表の罷免投票日の15日繭に，同級の人民委員
会は同級のヴェトナム組鼠戦線執行委員会と協議し，地方におけるヴェトナム祖国戦線，各人幾団
体の代表を食む3人から5入で構成される罷免投票総織委員会31＞を設置する。この罷免投票組織委
員会は罷免投票の組織に責任を負う。
　罷免投票組織委員会は委員長1人，書記1人を選出する。
　第66条遅くても罷免投票日の艶日前に，社，坊，市鎮の人民委員会は同級のヴェトナム祖国戦
線執行委員会と協議し，基礎組織におけるヴェトナム祖国戦線，各人民闘体の代表を含む3人から
5人で構成される罷免工作班を各投票区域に1つずつ設置する。この罷免工作班は罷免投票を組織
し，得票数検査報告書を作成する。
　罷免工作班は班長1人，書記1人を選出する。
　第67条　罷免投票選挙人名簿は，遅くても投票日の10臼前に，社，坊，市鎮の人民委員会によっ
て作成され，人民委員会の事務所および各投票区域において公衰される。
　第68条　班長および書記の署名入りの罷免工作班の得票数検査報告書を2部作成し，1部は罷面
投票組織委員会に送付し，他の1部は社，坊あるいはそれらに相当する行政単位の人民委員会に送
付する。
　罷免工作斑の得票数検査報告書に基づき，罷免投票組織委員会は投票結果を確定する報告書を作
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成し，罷免結果を公表する。
　罷免投票組織委員会の報告書は，委員長および書記の署名が記されたものを2部作成し，1部は
同級の人民委畏会に送付し，他の1部は薩接上級の人民委員会に送付する。省，中央直属都甫，お
よびそれらに相当する級の人民評議会代表の罷免投票の場舎は，罷免投票組織委員会の報告書を3
部作成し，1部は岡級の人民委員会へ，1部は閣僚会議へ，i部は国家評議会へ送付する。
　第69条　選挙単位内における有権者総数の過半数が罷免投票をしてはじめて，人民評議会代表の
罷免は効力を有する32）。
　　　　　　　　　　　　　第m輩　選挙法違反に対する措麗33）
　第70条　以下の行為を行なった者は，その程度に応じて，行政処分3のを受けるか，法律に従って
起訴される3S）。
　a）他人を詐欺，買収，強迫などの手段を用いたり，もしくは他の行為をするなどして，人罠評
議会代表選挙での選挙，立候補および代表罷免に干渉する。
　b）選挙工作および罷免工作において責任を持ちながら，文書偽造，票数のeまかし，もしくは
その他の手段を用いて，人民評議会代表の選挙あるいは罷免投票の結果を偽る。
　　　　　　　　　　　　　　　　鋼陣　最終条項36）
　第71条　本法令は，196生年1月18日付の各級人民評議会選挙規則を規定した法令，および1981年
1月22日付の1961年の法令の若千の条項を修正および補充した法令に代わるものである。本法令に
反する以煎に施行された他の法律文書は全て廃棄される37）。
　第72条　閣僚会議は本法令の施行細騨8）を規定する。
　本法令は，ヴェトナム社会主義共和随第7期第6次国会において，1983隼12月26日に遷過39）し
た。
　　　　　　　　　国会議長‘°）
　　　　　　　　グエン・フー・ト
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